
＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

【令和元年度補正予算額 5,000百万円】29 ムーンショット型農林⽔産研究開発事業

［お問い合わせ先］農林⽔産技術会議事務局研究推進課（03-3502-5530）

⺠間団体等
委託定額

＜事業の流れ＞

国

【想定される研究⽬標（例）】

③⾷料のムダを無くし、環境・健康に
配慮した合理的な⾷料消費を促す
ソリューション開発

①急激な気象変動にも即応できる
強靭な農林⽔産システムの確⽴

②⾃然界に存在する⽣物機能を究極
活⽤し、⽔・肥料等の資源制約を
克服

⾃動運搬 ⾃動充電・整備

出荷調整 ⼟壌⽔分・⽔温制御

⾃動収穫

24時間・365⽇稼働インテリジェント農地

AI による作物のデザイン
あらゆる環境にあった
作物を⾃在に創出

サイバー育種

各家庭で健康・嗜好等に応じた⾷品製造

※ ＜事業の流れ＞の⺠間団体等は、公設試・⼤学を含みます。

農産物
余剰⾷材

3D調理アプリ
による製造 ⾷品の提供粉体・分別化

蛋⽩
脂質

ミネラル
⾹気成分 備蓄⾷

病⾷⽤
メニュー

○ 中⻑期にわたる研究開発を弾⼒的かつ安定的に実施するため、⽣物系
特定産業技術研究⽀援センターに基⾦を設置し、農林⽔産分野における
困難だが実現すれば⼤きなインパクトが期待される社会課題等を対象と
した⽬標を設定し、その実現に向けた様々な研究アイデアを結集した研究
開発を推進します。

⽣物系特定産業技術
研究⽀援センター

＜対策のポイント＞
農林⽔産分野の成⻑産業化に向けて、⽣物系特定産業技術研究⽀援センターに基⾦を設置し、困難だが実現すれば⼤きなインパクトが期待される社会
課題等を対象とした挑戦的な研究開発を推進します。
＜政策⽬標＞
未来の農林⽔産分野の産業創造や社会変⾰を実現する研究成果の創出 [2050年まで]


